
平成1 3 年度東海 ･ 北陸地区国立学校等技術専門職員研修

｢ 生物 ･ 生命科学コ ー ス｣ に参加 して

技術部第 一 技術系第二 班 福永千佳 己

平成1 3 年度東海 ･ 北 陸地 区国立学校等技術専門職員研修｢ 生 物
･ 生命科学 コ ー

ス ｣

が7 月2 4 日 から7 月27 日 の 4 日 間に わたり ､ 名古屋 大学に お い て 開催された o

1 日 目 は ｢ 物理 ･ 化学 コ
ー

ス ｣ ､ ｢ 情報処 理 コ
ー

ス ｣ との 合 同で ､
｢ 人事行 政上 の

諸問題｣ ｢ 大学行政 上 の諸問題｣ ｢ 学術行 政 上 の 諸問題｣ に つ い て の 講義を受講 し

た｡ ｢ 人事行政 上 の諸問題｣ で は ､ 公 務員制度改革に 加 え ､ セ ク シ ャ ル ハ ラ ス メ ン

トに つ い て も 大きく 取り 上 げられ ､ 留意す べ き点等に つ い て の 話があ っ た ｡ ｢ 大 学

行政 上 の 諸問題｣ で は ､ 独立行政法人化 に つ い て の 話が中心 であ っ た ｡ また ､ ｢ 学

術上 の 諸問題｣ に つ い て は大学も技術等を ､ 特許 と い う お金 に変換で きる形に変え

て ､ 研 究責を確保する時代が来て い る と い っ た詰もで た ｡

2 日 目か らは ､ ｢ 物理 ･ 化学 コ ー

ス ｣ , ｢ 情報処理 コ ー

ス ｣ と それぞれ に 分か れ ､

｢ 生物 一 生命科 学 コ ー ス ｣ ( 2 7 名 受講) の 研修が始 まり ､ 三 重大 学か ら は生物資源

学部2 名 ､ 医学部 ､ エ 学部か ら各1 名 が参加 した｡ 今 ､
一

番 よく話題 に で る ､ 環 境

問題 で は ､ ｢ 環 境学とは｣ 人 と自然 ( 地球) の 付 き合 い 方 ( 共生) を研究する総合

的な学問との観点から ､ こ れ か らの環境保護と省資源
･ 省エ ネル ギ ー の バ ラ ン ス を

どう取る かな ど多く の 問題点が指摘された ｡ 医学部の 先 生方 の お話の 中で は､ 昨今

の ニ ュ ー

ス で よく 取沙 汰され て い るD N A の ｢ 複製と修復 : その 異常 に 基 づく病態｣

より ､ 病気を決め て い るD N A が解明される こ とに より ､ 異 常 な部分 のD N A を切 り取り

正 常 なもの に 組み換えたりなど､ 現在 行われ て い る方 法等を実際の症例を上 げて 説

明がなされた ｡ また ､ 名古 屋大学技術専門官の 先輩講話 ｢ 高圧酸素治療に お ける技

術職員の役割｣ で は ､ 命をあずかる現場で失敗の 許 され な い 中で の創意工 夫な ど興

味深 い 話を聞く こ とが で きた ｡

3 日 目は
一

日 中 ( 実験 ･ 実習) で ､ ｢ P C R 法に よる個体識別｣ を選択 した ｡ まず ､

P C R (P o l y m e r a s e C h a i n R e a c t i o n ; ポリメ ラ
ー ゼ連鎖反応) 法 は ､ 極微量 のD N A を鋳型

と し ､ わずか数時間 で 目的 とする配列だけを特異的に1 0 0 万 倍以上 に も増幅で きる

画期的な技術 で ある｡ ヒ トの ゲノ ム は ､ 人種が異 な っ て も基本的に ほ とん ど全 く 同

じである ｡ さらに ヒ トとチ ン パ ン ジ
ー と比 べ て も9 8 % 以上 の 配 列は 同

一 で あると い

われて い る ｡ しか しなが ら､ ゲ ノ ム 中に は 様 々 な種類 の , 非常 に 変 化に 富ん だ領域

が点在 し ､ 個 体差を与 え て い る ｡ その 内の
一 つ に 繰り返 し配列 に よ る多型性 を持つ

V N T R ( v a r i a b l e n u m b e r o f t a n d e m r e p e a t) がある｡ こ の V N T R はP C R 法 を用 い る こ と

で容易 に増幅する こ とが で き ､ 個体差を増幅断片長の 差 と して検出する こ とがで き

る ｡

ヒ ト第 1 染色体短腕部末端のDI S1 8 0 領域 は典型的なV N T R で あり ､ 1 6 塩基 か らなる

基本配列 が繰 り返 され る遺伝子多型が見られる ｡ 日本 人の 場 合 ､ DI S 1 8 0 領 域の 基 本

単 位の 繰 り返 し 回数は1 4 か ら4 2 回 に わた っ て 分 布 して おり ､ 理論的 に は 4 3 5 通 り の
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パ タ
ー

ン が存在す る ｡ こ の 領域を用 い たP C R に よる個体識別はサ ン プル D N A 量 が少 な

くて も可能 ､ 損傷 した細胞からでも増幅が可能, 長さだ けでなく ､ 塩基 配列 に も個

体差があるため ､ より正 確に 異 同を判定する こ とがで きると い っ た利 点があり ､ 実

際に科学捜査や親子鑑定などに使われ て い る ｡

今回は こ の 方 法で ､ 各自 の 毛髪5 本の 毛根細胞を用 い て 自分のDI S 1 8 0 領域の 増幅断

片の サイズを算出 しおよ その繰り返 し回数を決定 した ｡ 実験を行 っ たグル ー

プ 6 人

の それぞれの結果を見ても､ 個体に よ っ て かなり回数に違い がある こ とが解 っ た｡

4 日 目は午前中は農学部の 先生方の講義で ､ や はり こ こ で も ｢ 環境 へ の 微生物の

利用｣ ｢ 地 球を支える土の 働 き｣ など地球環境保全 へ の 取 り組 み の お話 が 中心 であ

っ た｡ 午 後は ( 企業見学) 天野 エ ン ザイ ム ( 秩) 岐阜研究所を見学 した ｡ こ こ は､

工 ンザイ ム と名前から解るよう に ､ 酵素を作 っ て い る会社の 研究所 で ､ まだ2 0 0 0 年

に開設 され た そうで ､ こ れか ら研究開発の拠点に なると い う説明があ っ た ｡ 私 の 所

属する研究室の 学 生が見 た ら羨ま しが るよ うな ､ ゆ っ たりと した ス ペ
ー

ス に実 験設

備が整 っ て い た｡

4 日間 の 研修に参加 して他大学の 方 たちと お互 い の 仕事の こ とな どい ろ い ろな話

を伺う こ とが で きと ても有意義で した ｡
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